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対象と方法：2010 年から 2011 年まで CMRI を施行した 73 例.年齢は 0 ヵ





信号収集系列は Fastcard PC法を，LVSV 測定は CineMRI 法を使用した.結
果： LVSV と Qaao，LVSV と Qivc＋Qdao，Qsvc+Qivc と Qaao，Qsvc+Qdao
と Qaao は，各相関係数 r＝0.98＊，0.92＊，0.93＊，0.97＊と強い相関を認
め(*:p<0.001)，Bland-Altman分析で一致を確認した. 







 以上の結果から，Qaaoが測定不可能な疾患群でも Qs を算出することが
可能であり，各種先天性心疾患手術前後の評価に応用が期待できる. 
結語： 心臓 MRI 位相画像法を用いることにより上大静脈および下行大動
脈の血流量測定をすることで体血流量の測定が可能になる. 
